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研究の要約

本研究は，小学校中学年国語科の文学的な文章における「自分の考

えの形成及び交流」の力を伸ばすための交流の視点を明確にした指導

の工夫を探ることを目的としたものである。指導の工夫として，交流

の視点を具体化することと図を活用して視覚的に共通点と相違点を明

確にすることとした。

交流の視点を具体化することで，教師も児童も何をどのように交

流するのかが明確になった。また，図を活用し，視覚的に明確にす

ることで，全ての児童が，詳しく比較する姿が見られるようになっ

た。つまり，交流の視点を明確にした指導の工夫が，感じ方の違い

について気付くことの力の向上につながると分かった。
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1)文部科学省 国立教育政策研究所（平成23年）『評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料【小学校 国語】』

Ⅰ 問題の所在

平成２０年に改訂された『小学校学習指導要領

解説 国語編』に，「自分の考えの形成及び交

流」という指導事項が新設された。

自身の教育実践を振り返ると，「自分の考えの

形成及び交流」の指導では，お互いの考えを伝え

るだけで，交流には至っていなかった。これは，

指導事項の具体が明確ではなく，交流の内容や交

流の姿を明確にもっていなかったからである。つ

まり，交流の視点があいまいで，指導者も子ども

も何を視点に交流をすればよいのかが分かってい

なかった。だから，指導事項を付けさせることが

十分にできていなかった。

そこで，交流の視点を明確にした指導を行うこ

とが，「自分の考えの形成及び交流」の力を伸ばす

ことにつながるのではないかと考え，本研究に取

り組むことにした。

Ⅱ 研究の目的

文学的な文章における「自分の考えの形成及び交

流」の力を伸ばすための指導の工夫を探る。

Ⅲ 研究の方法

１ 研究主題に関する基礎研究

２ 実態調査

３ 実践授業の計画と実施

４ 実践授業の分析・考察

Ⅳ 研究の内容

１ 研究主題に関する基礎研究

(1) 文学的な文章における「自分の考えの形成及

び交流」について

本研究では中学年オについて研究を行う。『評

価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参

考資料【小学校 国語】』によると，一人一人の

感じ方について違いのあることに気付くこととは，

「物語を読んだ感想をどの叙述に基づいているか，

自分の経験などとどう関連しているのかを明らか

にしながら発表し合い，一人一人の感じ方につい

て違いのあることに気付いていること」
1)
と示し

てある。これを参考に見取りの観点を以下の３点

とした。

(2) 文学的な文章における「自分の考えの形成及

び交流」の力を付けるための指導の工夫につい

て

ア 「言葉比べ」から「考え比べ」への段階的な

指導

「言葉比べ」「考え比べ」という段階を設定し，

「言葉比べ」から「考え比べ」への段階的な指導

を行うことにする。

① 自分の感じ方と友達の感じ方の表記上での違いについて

比較している。

② 自分の感じ方と友達の感じ方を比較し，共通点や相違点

について叙述に基づく理由を挙げながら交流している。

③ 自分の感じ方と友達の感じ方を比較し，共通点や相違点

について自己の経験に基づく理由を挙げながら交流して

いる。

「言葉比べ」…表記上の共通点や相違点を見
つける

「考え比べ」…互いの考えの共通点や相違点
を見つける

『小学校学習指導要領解説 国語編』の

「Ｃ 読むこと」における「自分の考えの形

成及び交流」の事項のうち，本研究に関わる

指導内容

（低学年）
オ 文章の内容と自分の経験とを結びつけ
て，自分の思いや考えをまとめ，発表し
合うこと。

（中学年）
オ 文章を読んで考えたことを発表し合い，
一人一人の感じ方について違いのあるこ
とに気付くこと。

（高学年）
オ 本や文章を読んで考えたことを発表し
合い，自分の考えを広げたり深めたりす
ること。



2)黒上晴夫・小島亜華里・泰山裕（2012）『シンキングツール～考えることを教えたい～』

イ 図を活用した視覚化

黒上・小島・泰山らによると，考えを進める手

続きやそれをイメージさせる図を「シンキングツ

ール」としている。「シンキングツール」は，自

分の頭の中にある思いや考えを視覚的に表してく

れるものであり，「シンキングツール」の中でも，

共通点や相違点を見つける比較の活動をするため

に有効な図が右の図である
2)
と述べている。そこ

で，本研究ではペア交流を設定

し，考えを書いた付箋を用いて

自分の考えと相手の考えの共通

点や相違点を視覚的に明確にし

ていく活動を設定する。

２ 実態調査

(1) 対象

広島市立亀山小学校 第４学年１組 ３３名

(2) 内容

見取りの観点に基づいて実態把握を行った。多

くの児童が，書いたことを読んで自分の考えを伝

えるだけにとどまっており，相手の発言内容につ

いて深く考えるには至っていない。記述した文章

や発言内容から自分の考えとの共通点や相違点に

ついて比較していた児童は約半数であった。比較

するという視点をもっていなかったり，比較して

いても，どこが同じなのかどこが違うのかについ

ては明確に表出できなかったりする児童が多かっ

た。

３ 実践授業の計画と実施

(1) 対象

広島市立亀山小学校 第４学年１組 ３３名

(2) 内容

ア 単元について

単 元 名：「家族やふるさとを思う心をえがいた

本を読もう」

 
 
 
 
図 

教 材 文：『世界一美しいぼくの村』（東京書

籍）

指導事項：〔Ｃ 読むこと〕オ「自分の考えの形

成及び交流」

文章を読んで考えたことを発表し合い，一人一人の

感じ方について違いのあることに気付くこと。

言語活動：互いの考えを交流し合い，同じところ

とちがうところを見つけよう

(3) 単元構成の工夫

ア 目指す児童の姿の具体化

指導事項に沿った単元の評価規準を設定した。

（図１）

図１ 評価規準と目指す児童の具体的な姿

また，言語活動における児童の具体的な姿も想

定した。（図２）

図２ 想定した児童１と児童２の具体的な交流

想定した児童の考え

想定した図を活用した交流

想定した児童１の交流後の考え

児童１： 戦争はヤモの大事な家族や村をうばい，ヤモや村の

人たちの心を傷つけたから，戦争はいけない。

児童２： あんずや，すももや，さくらんぼがたわわに実る美

しい自然のある世界一美しいぼくの村で，ハルーン

兄さんはいなかったけど，子羊も増えて幸せだった

のに，そんな村が破壊されてかわいそう。

私と児童２さんの同じところは，戦争は家族や村を奪うと

いうところです。違うところは，私は，心をきずつけたと

か戦争がいけないと思って，児童２さんは村が破壊された

ことがかわいそうと思ったところだと思います。



イ 繰り返し学習

単元の中で，同じ形式の交流を繰り返し行うこ

とで，交流の視点にもとづいた話し合いができる

ようにした。また，単元の二次では，「世界一美

しいぼくの村」について，テーマを考えやすいも

のから抽象的なものへと難易度を上げ，三次では

別の作品を読み，ペアを変えながら交流し，感じ

方の違いに一層気付くことができるようにした。

（図３）

図３ 繰り返し学習を設定した単元計画

(4) 指導の工夫

ア 交流の視点の具体化

(ｱ) 「言葉比べ」から「考え比べ」への段階的

な指導

二次の前半に「世界一美しいぼくの村」のお話

を読んでの「言葉比べ」を設定した。「言葉比

べ」では，内容の大体をつかむために，お話の時

や場所，登場人物について図を用いて交流を行っ

た。この学習の後，「考え比べ」を設定した。こ

こでは，感じ方の違いに気付くために，三つのテ

ーマで交流をした。三次は，別作品で「考え比

べ」を設定した。

(ｲ) 質問の文例の提示

根拠とする場面や感想が共通しているのか相違

しているのかを把握することを交流の視点とし，

自分の考えとペアの児童の考えを比較させる。こ

の視点に関わる考えで付箋に書かれていない考え

を聞き出すために質問をさせたい。ただ質問をす

るように言葉かけをしても，どのように質問すれ

ばよいのか分からない児童もいると予測するので，

質問の文例を提示し，それを参考に交流をさせる。

(ｳ) 例示

交流の視点にもとづいて質問ができるようにす

るために，文例を提示するだけでなく，一つの考

え例を用いて，質問の練習を学級全体で行う場を

設定する。このことで，実際にどのような考えに

どのような質問をすればよいのかを具体的にイメ

ージすることができるようにした。

イ 図を活用した視覚化

図４ 図のワークシート

図４のワークシートを用いてペア交流を設定し

た。付箋に書いた自分の考えを番号を振った箇所

に貼り分けることで，お互いの考えが共通してい

るのか相違しているのかを明確にすることができ

る。そうすることで，思考が視覚化でき，付箋に

書かれた考えが相手に伝わらないようであれば，

質問をしたり聞き直したりして理解できるまで交

流をすることができる。毎時間のペア交流では，

このワークシートを活用するようにした。

４ 実践授業の分析・考察

(1) 分析の方法

次の三つの方法により結果の分析・考察を行っ

た。

・ 授業ＶＴＲによる交流の様子の見取り



・ ＩＣレコーダーによる交流での発言内容

の見取り

・ 毎時間ごとの児童のワークシートの記述

内容の見取り

(2) 分析・考察

ア 交流の視点の具体化

(ｱ) 「言葉比べ」から「考え比べ」への段階

的な指導

Ａ児は，実態調査のとき，自分の考えと人の

考えを比較することはできなかった。自分の

考えをもつことはできたが，表記上の比較や

考えの比較はできていなかった。

「言葉比べ」の最初の段階では，自分の考えを

伝えることができないことがあったが，４回目の

交流では，はっきりと比較に対する自分の考えを

述べることができた。自信をもって交流している

姿が見られた。また，「考え比べ」では，質問を

繰り返すうちに，ペアの考えと共通しているので

はないかと考え直す姿も見られるようになった。

Ａ児は，「言葉比べ」から「考え比べ」へと段

階的に学習することで，自信をもって自分の考え

が伝えられるようになり，さらに考えの比較がで

きるようになったことから，段階的に指導するこ

とはＡ児にとって有効であったと考えられる。

（図５）

また，学級全体で見ると，表記上の比較につい

て，実態調査で約半数の児童ができていたが，

「言葉比べ」の学習の後は，表記上の比較につい

て約９割の児童できるようになった。考えの比較

については，実態調査において約３割の児童がで

きていた。「考え比べ」の学習を行い，最初は考

えについても表記上の比較しかできていなかった。

どのように交流して良いのかが分かっていないと

考え，交流の視点を明確にして交流すると，最終

的には約75％の児童が「考え比べ」ができるよう

になった。また，単元後の児童の感想からも，

「相手に詳しく聞いて質問して相手の考えを詳し

く知った。どこの場面から考えたのか，なぜそう

思ったのかなどのいろんな質問ができた。」と述

図５ Ａ児の交流の様子

べている児童もいた。児童は，記述だけでは読み

取ることができない考えまで比較することができ

るようになったと自覚できていた。

①交流に至っていない

②自信を持って交流する

③意味に着目して交流することができた

④質問を繰り返し共通点に気付いた

Ａ児 「村はもうこわされたから悲しいと思いました。
あのさ，これってどれだったっけ。これとこれ
っ？同じじゃないん？」

ペア 「同じ…。」
Ａ児 「あっ，違うわ。果物が…。」
ペア 「みんながおいしいって言ったのと，ヤモの村っ

ていうのが…。」
Ａ児 「あ，そっか。」
ペア 「じゃけえ違うと思う。」

（Ａ児）村はもうこわされたから悲しいと思いました。

（ペア）みんがパグマンの果物はおいしい，世界一と言
ってくれたのに，戦争ではかいされ悲しいと思いました。

（ペア）兄さんが兵隊になってヤモは心配していてかわ
いそうだなと思いました。

（Ａ児）「ヤモはどきっとしました。ハルーン兄さんの
顔が思いうかびました。」のところでヤモはそん好きな
んだなと思いました。

ペア 「兄ちゃんが兵隊になってヤモは心配していてか

わいそうだなと思いました。」

Ａ児 「それはありません。」

ペア 「えー，質問ないの？」

Ａ児 「えっと，どこがかわいそうだなと思いましたか？」

ペア 「兄さんが兵隊に行って生きてるのか帰ってくる

のか心配で…。」

Ａ児 「それはどこに書いてあったんですか？」

ペア 「屋根付きバザールでヤモがさくらんぼを売って

いる時にあの足のないおじさんが来て…。」

Ａ児 「じゃあこれと一緒かもしれん。」

ペア 「そう，それそれ，それを書いたんよ。」

Ａ児 「なので，そんなに好きなんだなと思いました。」

ペア 「そうそう，同じ同じ。」

Ａ児 「（ペアの児童の考えと自分の考えは）
違う。」（はっきりとした声）

Ａ児 「間違えた。」
（付箋に記述したことは発言しない）

ペア 付箋を見て記述内容を確認



(ｲ) 質問の文例の提示

交流の際，どのように質問すればよいのか分か

らなかったＢ児は，質問の文例を提示することと，

ペアの児童にしてもらった質問により，最後には

具体的にどんな質問をすればよいのか理解できる

ようになった。（図６）

図６ Ｂ児の交流の様子

また，相手の考えを聞くだけだった児童も，質

問の文例を示し，手元でも文例を見て意識できる

ようミニカードも配付したところ，何か質問する

ことはないかと探すようになり，交流を繰り返す

うちに，質問することができるようになった。

(ｳ) 例示

質問の文例を提示するだけでは，具体的な質問

の様子がイメージできなかった児童もいた。そこ

で，具体的にある考えに対してどのような質問を

するのか実際に質問をするという練習を行った。

このことにより，相手の考えに対して質問をする

ことができ，付箋に書かれていない考えまで詳し

く知ることができるようになった。（図７）

①質問ができない

②ペアに質問をしてもらう

③

③自分から質問する

（Ｂ児）エルタン達が，家の中に赤ちゃんが泣いていた

ら，心配していたから良いと思いました。

（ペア）二人は仲良しだと思った。その理由は，兄弟で

手をつないであんまり手をつながないけどずっと手をつ

ないでいたから。

ペア 「二人とも仲良くなったマリアムとお別れする時

は，二人は悲しかったと思いました。」

Ｂ児 「なぜ…，なぜ…，（質問を考えている）あっ，

ぼくは（質問が）ありません，全部良いです。」

ペア 「じゃあ，ここ（付箋を指しながら）。ここい

い？何でそう思ったんですか？」

Ｂ児 叙述をもとにした理由を説明。

ペア （質問の文例を示したミニカードを示しながら）

「この中から質問するんだって。」

Ｂ児 「なんで。こんな感じだと思ったのか。」

ペア 自分の経験をもとに発言

図７ Ａ児の交流の様子

学級全体でも，前時に深く交流ができていなか

った児童が，具体例で練習をした直後の交流で，

記述から見えないお互いの考えを交流により引き

出すことができていた。

このことから，例示は有効であったと言えるが，

例示の仕方によっては，児童が具体的にイメージ

できないこともあると分かった。

イ 図を活用した視覚化

集中が持続しにくいＣ児は，１回目の交流では，

どのように交流すればよいのか分からず，ペアの

児童の指示通りに付箋を貼っていた。２回目の交

流からは，付箋に書いたことを共通しているのか

相違しているのかを明らかにし，図のワークシー

トに貼ることができた。その後の学習では交流の

時間は，相手の考えを知ろうと付箋に集中してい

る様子が授業ＶＴＲから伺えた。

図を用いて学習することで，考えを見える形と

して示さなければならないため，Ｃ児にとっては

活動しやすかったと考える。（図８）

①どのような質問をすればよいのか分からない

質問の例示

②質問ができた

兄ちゃんが兵隊になってヤモは心配していてかわいそ
うだなと思いました。

教員 詳しく質問するように指示を出した。
Ａ児 「似とる？」

全体で教師の出した考え例で質問の練習をする

全員 全体で教師の出した考え例に対して，質問する
練習

Ａ児 「それは（私の考えには）ありません。」
ペア 「質問ないの？」
Ａ児 「えーっと，どこがかわいそうだなと思いま

したか？」
ペア （返答する）
Ａ児 「それはどこに書いてあったんですか？」
ペア （返答する）
Ａ児 「じゃあこれと一緒かもしれん。」

（自分の考えと似ている付箋 を出した。）



図８ Ｃ児の交流の様子

また，学級全体においても，実態調査では比較

するという視点をあまりもてていなかったが，図

を活用しペア交流を設定したことにより，全ての

時間で全員が図に付箋を貼ることができ，互いの

考えの共通点や相違点を明確にすることができて

いた。また，単元の始め頃の交流の様子では，付

箋を見ながら話をしていたが，交流を繰り返すうち

にお互いの顔を見ながら話をするようになり，交流

する時間も徐々に長くなっていった。これは，お互

いの考えを深く知りたいという思いや自分の考えを

しっかり伝えたいという思いが表れていると考えら

れる。

Ⅴ 研究のまとめ

１ 成果

児童の変容から交流の視点を明確にした指導の

工夫が有効にはたらき，感じ方の違いに気付く力

の向上につながったと考える。

交流の視点を具体化することで，教師も児童も

何をどのように交流するのかが明確になり，意図

した交流を行うことができた。

また，図を活用し，視覚的に明確にすることで，

全ての児童が，詳しく比較する姿が見られるよう

①実態調査の様子

②活動内容を理解していない

③活動内容を把握した

④交流でねらいに迫っている

集中して交流することが難しく，話し合いにあまり参加
しない。

ペアの児童に「ここに貼って。」と促されながら付
箋を貼っていた。

付箋を見比べながら貼り，違いに気付こうとしている。

自分から付箋を見比べながら貼る。

になった。ペアで一枚の図を活用することで，必

然的に比較のための交流活動を行うようになった。

また，共通しているのか相違しているのかを明確

にすることで，交流の具体が明確になり，交流の

内容が深まった。

２ 課題

(1) 交流の視点を具体化したものを体系的に整理

する必要性

今回の研究では，「言葉比べ」から「考え比

べ」への段階を設定し，授業を行った。「考え比

べ」で考えを交流する際，比較できるようになる

までに，質問をとりあえずしてみるという状況か

ら，適切な質問ができるようになり，相手の考え

を深く聞くという段階をへていること分かった。

このような児童の実態から，どのような手立てを

行えばよいのか，体系的に整理していく必要性が

ある。

(2) 評価の場面と方法の工夫

今回の実践授業では，授業ＶＴＲやＩＣレコー

ダーで記録していたものとワークシートで評価し，

次時の授業づくりに生かすようにしたが，もっと

日常的に活用できる形にしていく必要がある。

今後は，評価場面に十分時間を設定することや

評価を記述内容から見取るのであれば，記述の視

点を明確に示すことなど工夫改善を行っていきた

いと考える。
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